
令和２年度事業報告書 

 

学校法人岩永学園  

１ 学校法人の概要 

（１）教育理念    

「何のために」を追求 

「今，何のために学んでいるのか」等，常に将来の自分を意識して学んでください。 

勉強も，国家試験も，就職も，そして，人生も，すべては「自分事」です。 

誠実に日々の学生生活を送ることが，進路実現，自己実現のエキスです。 

「与えられる学び」ではなく，自己の「意思ある学び」こそが大切です。 

 

「社会が求める人材」の育成 

社会のニーズに配慮した「現場に強い人材」の育成を目指します。 

本校では，各学科の「専門力を含めた人間としての総合力」の育成に努めつつ， 

関係施設等の連携を通して，各分野における「実践的な力」を育成します。 

 

「人格の形成」 

誠実（あいさつ・心くばり），気力（体力・集中力），知恵（感性・思考）， 

行動（意識・存在感）の４つの視点から指導を行い「人間力の向上」に努めます。 

「確かな専門力」，「豊かな人間力」，「逞しい体力」を育み，相手の立場に立って考える 

ことができる医療人を育てます。 

 

「社会に貢献」 

学内の学びにとどまらず，地域や社会に出てボランティア活動や支援活動，行事等への 

積極的な参加を通して，「自己を知る」，「地域を知る」，「人を知る」，「社会を知る」ための 

学びを推進します。人として生き，人と共に生き，人のために生きるプロフェッショナル 

の育成を目指します。 

 

（２）ビジョン 

  「地域の医療・福祉を包括的に支援できる組織になる」 

    

ビジョン実現に向けたテーマ 

   地域社会から必要とされる組織であり続ける 

地域社会から必要とされる人材を提供する 

 

 

 

 

 

 

 



（３）沿革    

昭和６２年 １月 長崎カイロプラクティック学院 開校 

〈位置〉長崎市八幡町３丁目１７ 

平成 ８年 １月 日本福祉整体学院へ名称変更 

平成１３年 ３月 日本福祉整体学院が長崎県知事認可 各種学校となる 

平成１４年 ４月 愛宕校舎へ移転 〈位置〉長崎市愛宕３丁目１９－２３ 

平成１７年 ４月 学校法人岩永学園 設置認可 

平成１８年 ４月 専修学校日本福祉整体学院 設置認可 

初代校長 原宮之 任命される 

介護福祉科（厚生労働大臣指定介護福祉士養成課程） 設置 

健康科学科 設置 

整体総合科 設置 

平成１９年 ４月 こころ医療福祉専門学校へ名称変更 

上銭座校舎竣工 〈位置〉長崎市上銭座町１１番８号 

理学療法科（厚生労働大臣指定理学療法士養成課程） 設置 

柔道整復科（厚生労働大臣指定柔道整復師養成課程） 設置 

介護福祉科を愛宕校舎より上銭座校舎へ移転 

健康科学科を健康スポーツ科に名称変更愛宕校舎より 

上銭座校舎へ移転 

整体総合科を愛宕校舎より上銭座校舎へ移転 

平成２０年 ４月 健康鍼灸科 

（厚生労働大臣指定はり師・きゅう師養成課程） 設置 

平成２１年 ４月 附帯教育事業 こころ医療福祉専門学校サテライト長崎駅前 開設 

〈位置〉長崎市大黒町７番４号 

平成２２年 ４月 トータルビューティ科（厚生労働大臣指定美容師養成課程） 設置 

こころプロフェッショナルカレッジ長崎へ名称変更及び移転 

〈位置〉長崎市大黒町１０番１０号 KoKoRo ビル 

基金訓練 ４科開講 

平成２３年 ４月 トータルビューティ科をトータル美容科に名称変更 

こころプロフェッショナルカレッジ NBC 校 開校 

〈位置〉長崎市上町１番３５号 

基金訓練 ３科開講 

平成２３年 ９月 こころ鍼灸整骨院（コナミスポーツ内）開院 

こころプロフェッショナルカレッジ高等部 設置 

学校法人国際学園 星槎国際高等学校のサポート校として 

通信制生徒受入開始 

平成２４年 １月 こころプロフェッショナルカレッジ高等部が 

長崎県教育委員会指定技能連携 

教育施設（星槎国際高等学校との連携）となる 

 

平成２４年 ４月 

 

こころプロフェッショナルカレッジ へ名称変更 



こころプロフェッショナルカレッジ高等部 開校 

医療看護科 開校 

平成２５年 ４月 こころ医療福祉専門学校佐世保校 

柔道整復科（厚生労働大臣指定柔道整復師養成課程）   設置 

健康鍼灸科（厚生労働大臣指定はり師・きゅう師養成課程） 設置 

学校法人 第二岩永学園 こころ美健福祉専門学校 開校 

こころプロフェッショナルカレッジ高等部を 

こころ夢未来高等学院に名称変更 

平成２５年１０月 学校法人 第二岩永学園 こころ美健福祉専門学校日本語科 設置 

平成２７年 ６月 社会福祉法人 壱心会 設立 

平成２７年１０月 特別養護老人ホーム 壱岐のこころ 開所 

平成２７年１０月 こころ医療福祉専門学校佐世保校 日本語科 設置 

平成２８年 ４月 こころ未来高等学校 開校 

平成２８年１０月 Kokoro College Japan 開校 

日本語科 設置 

平成２９年 １月 ACU（アジア介護協同組合）長崎支部 開所 

平成２９年 ４月 こころ医療福祉専門学校壱岐校 開校 

介護福祉科（厚生労働大臣指定養成課程）設置 

平成２９年 ５月 株式会社 Kokoro Human Stage 設立 

平成２９年 ９月 介護付き有料老人ホーム こころのしろ 開所 

平成２９年１０月 長崎医療・介護求人センター 開設 

平成３０年 ３月 こころ美健福祉専門学校 廃校 

平成３０年 ４月 こころ医療福祉専門学校 日本語科 設置 

平成３０年 ７月 こころ医療介護事業協同組合 設立 

平成３０年１０月 株式会社 Kokoro Human Stage 壱岐事業所 開所 

 

３ 組織概要 

 

 

 

社会福祉法人壱心会
株式会社Kokoro Human Stage
こころ医療会議事業協同組合
学校法人第二岩永学園

学校法人岩永学園 こころ医療福祉専門学校

こころ医療福祉専門学校佐世保校

Kokoro College Japan

グループ本部



４ 設置する学校・学科の概要 

（１）こころ医療福祉専門学校 

区分 課程名 学科／コース名 修業年限 
入学定員 

(学級数) 

総定員 

(学級数) 

昼 

 

間 

 

部 

医  療 

専門課程 
理学療法科 ３年 

４０名 

（１） 

１２０名 

（３） 

社会福祉 

専門課程 
介護福祉科 ２年 

４０名 

（１） 

８０名 

（２） 

医  療 

専門課程 

スポーツ柔整科 ３年 
３０名 

（１） 

９０名 

（３） 

スポーツ鍼灸科 ３年 
３０名 

（１） 

９０名 

（３） 

衛  生 

専門課程 
スポーツセラピスト科 ２年 

４０名 

（１） 

８０名 

（２） 

文化教養 

専門課程 
日本語科 

１.５年 

８０名 

（４） 

８０名 

（４） 
１.８年 

２年 

夜   

 

間  

 

部 

医  療 

専門課程 
柔道整復科 夜間部 ３年 

３０名 

（１） 

９０名 

（３） 

文化教養 

高等課程 
整体セラピスト科 夜間部 １年 

３０名 

（１） 

３０名 

（１） 

 総  計  
３２０名 

（１１） 

６６０名 

（２１） 

 

（２）こころ医療福祉専門学校佐世保校 

区分 課程名 学科／コース名 修業年限 
入学定員 

(学級数) 

総定員 

(学級数) 

昼 

 

間 

 

部 

医  療 

専門課程 
スポーツ柔整科 ３年 

３０名 

（１） 

９０名 

（３） 

文化・教養 

専門課程 

日本語科／２年コース ２年 
 １２０名 

（６） 

 １２０名 

（６） 
日本語科／１．５年コース １．５年 

総  計 
１５０名 

（７） 

２１０名 

（９） 

 

（３）Kokoro College Japan 

区分 学科／コース名 修業年限 
入学定員 

(学級数) 

総定員 

(学級数) 

昼 

 

間 

 

部 

日本語科／２年コース ２年 

１２０名 

（８） 

１２０名 

（８） 
日本語科／１．８年コース １.８年 

日本語科／１．５年コース １.５年 

 

５ 役員・評議員の概要   

理 事 ６名 

監 事 ２名 

評議員 １３名 

 

 

 

 



６ 教員の概要 

（１）こころ医療福祉専門学校 

教 員 
本務者 ２９名 

兼務者 ３９名 

事務職員 ７名 

 

（２）こころ医療福祉専門学校佐世保校 

教 員 
本務者 １０名 

兼務者 １６名 

事務職員  ６名 

 

（３）Kokoro College Japan（募集停止中） 

教 員 
本務者 ０名 

兼務者 ０名 

事務職員 ０名 

 

７ 事業の概要 

 （１） 学校自己評価結果より次の５点が挙げられる。 

（ア） 教員が熱意を持って授業に取り組んでおり、学生から授業に対しての高い評価結果

が出ている。校長による授業巡回や新任教員への「新任教職員研修」、入学前教育

などについて継続的に実施しており、評価につながっていると考えられる。 

（イ） 「各学科の専門力を含めた人間としての総合力」の育成を掲げて学級経営の充実を

図り、豊かなコミュニケーション力を育んでおり、学生間及び学生と教員間の関係

も良好であると言える。 

  （ウ）年３回以上の個別面談を実施し、学力、進路、生活等の支援を行っていることに   

より、昨年度比２２名の退学者減につながった。 

  （エ）「国家試験年間指導計画」に基づく計画的・組織的な指導を推進、定期的な学科会や

学科長ヒアリングを行ったことでコロナ禍において高合格率に繋げることができた。

また、１年次からの進路説明会、進路後援会等のキャリア教育や臨床実習等を実施

し、高い就職率に繋げることができている。卒後教育についてはコロナ禍の影響も

あり、計画の十分な実施はできなかった。 

  （オ）ＰＤＣＡに変わる「委員会制」により、特にミドルリーダーの学校経営への参画と

人材育成を狙いとしているが、現状としては予想した成果には届いていない。 

（カ） 留学生の日本語能力検定試験について、期待している結果は出ていない状況であり、

指導計画の見直しを図っている。生活面については細やかな指導が行き届き、   

オーバーワーク等の問題はありながらも、例年になく問題は少なかった。学園全体

で定期的に「留学生担当者会議」を実施し、他校と情報共有し、留学生指導の充実

を図っている。 

  （キ） 学生募集について、高校訪問やガイダンス参加、オンラインへの対応などを通し

て、高校との関係強化構築が進んでいる。日本語科の募集については世界的な   

コロナ感染拡大の影響を受け、留学生入学数が見込めていないことが問題である。 



 （２）国家試験合格率，就職率 

学科名 合格率 就職率 

理学療法科 ８８．９％ １００％ 

介護福祉科 ６０．５％ １００％ 

スポーツ柔整科 ９１．７％ ９３．７％ 

柔道整復科夜間部 １００％ １００％ 

スポーツ鍼灸科 
はり師 １００％ 

８８．８％ 
きゅう師 １００％ 

 （３）退学者数 

  （ア）令和２年度の退学者数は１３名（前年から７名減）。個別面談等実施したことにより

退学者数の減少に繋がった。 

  （イ）退学者のうち９名（全体の６９．２％）が１年生であり、学力や所属感を高める    

具体的指導がさらに必要となる。 

 

８ 財務の概要 

  本学園における令和２年度の財務の概要については，私立学校法の定めに従い作成した 

  事業活動収支計算書および貸借対照表は次のとおり。 

（１）事業活動収支計算書 

科目 令和２年４月１日～令和３年３月３１日 

教育活動収入計 ７５６,３７３,１０１ 

教育活動支出計 ５７５,２３０,７２１ 

〔教育活動収支差額〕 １８１,１４２,３８０ 

教育活動外収入計 ８,０１１,２８４ 

教育活動外支出計 ２,２１３,４８７ 

〔教育活動外収支差額〕 ５,７９７,７９７ 

〔経常収支差額〕 １８６,９４０,１７７ 

特別収入計 ６２,０１５,１８９ 

特別支出計 １１８,７４５,２６５ 

〔特別収支差額〕 △５６,７３０,０７６ 

〔基本金組入前当年度収支〕 １３０,２１０,１０１ 

（基本金組入額合計） △８５,８１０,７６３ 

〔当年度収支差額〕 ４４,３９９,３３８ 

〔翌年度繰越収支差額〕 △７２２,４０７,３９１ 

（２）貸借対照表 

科目 令和３年３月３１日 

固定資産 ７０８,３８１,８１３ 

流動資産 ３０８,３５６,４３１ 

〔資産の部合計〕 １,０１６,７３８,２４４ 

固定負債 ２９３,０４０,０００ 

流動負債 ４０５,９９６,８３６ 



〔負債の部合計〕 ６９９,０３６,８３６ 

〔純資産の部合計〕 ３１７,７０１,４０８ 

〔負債および純資産の部合計〕 １,０１６,７３８,２４４ 

 


